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2KASUMIGAURA

平成31年第１回定例会議案等議決結果一覧
　平成31年第１回定例会が、３月１日から22日までの22日間の会期で開催されました。今定例会
では、歳入予算額の総額を185億4千万円とする平成31年度一般会計予算など、議案26件を慎重審
議し、いずれの議案も可決となり、１件の請願が継続審査となりました。また、３月４日、５日、
６日の３日間において一般質問（後頁P10～13）を行いました。

※賛成は○・反対は◆で記載
加固議員は議長職のため、特別多数議決以外の議案については本会議での表決（賛成・反対の意思表示）権はありません
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議決結果

6 かすみがうら市職員の給与に関する条例の一部を改正する条例の制定について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ ○ 原案可決

7
かすみがうら市産業活動の活性化及び雇
用機会の創出のための固定資産税の特例
措置に関する条例の一部を改正する条例
の制定について

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ ○ 原案可決

8 かすみがうら市医療福祉費支給に関する条例の一部を改正する条例の制定について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ ○ 原案可決

9 かすみがうら市下水道条例の一部を改正する条例の制定について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ◆ ○ ○ ○ 原案可決

10
かすみがうら市農業集落排水処理施設の
管理に関する条例の一部を改正する条例
の制定について

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ◆ ○ ○ ○ 原案可決

11
かすみがうら市水道事業及び下水道事業
の設置等に関する条例の一部を改正する
条例の制定について

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ ○ 原案可決

12 かすみがうら市水道事業給水条例の一部を改正する条例の制定について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ◆ ○ ○ ○ 原案可決

13
かすみがうら市布設工事監督者の配置基
準及び資格基準並びに水道技術管理者の
資格基準に関する条例の一部を改正する
条例の制定について

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ ○ 原案可決

14
かすみがうら市太陽光発電設備設置促進
のための固定資産税の特例措置に関する
条例を廃止する条例の制定について

○ ○ ○ ◆ ○ ◆ ○ ○ ○ ○ ○ － ◆ ○ ○ ◆ 原案可決

15
かすみがうら市農業集落排水施設維持管
理基金の設置、管理及び処分に関する条
例を廃止する条例の制定について

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ ○ 原案可決

16 平成30年度かすみがうら市一般会計補正予算（第７号） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ◆ ○ ○ ○ 原案可決

17 平成30年度かすみがうら市国民健康保険特別会計補正予算（第３号） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ ○ 原案可決

18 平成30年度かすみがうら市後期高齢者医療特別会計補正予算（第２号） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ ○ 原案可決

19 平成30年度かすみがうら市下水道事業特別会計補正予算（第３号） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ ○ 原案可決

20 平成30年度かすみがうら市農業集落排水事業特別会計補正予算（第３号） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ ○ 原案可決

21 平成30年度かすみがうら市介護保険特別会計補正予算（第２号） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ ○ 原案可決

22 平成31年度かすみがうら市一般会計予算 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ◆ ○ ○ ○ 原案可決

平成31年第１回定例会提出議案

氏　名　　　

　　　件　名



3 KASUMIGAURA

【選挙案件】

9 茨城県後期高齢者医療広域連合議会議員の一般選挙 当選（田谷　文子）

本会議で行われた主な討論
議案第 14号
かすみがうら市太陽光発電設備設置促進のための固定資産税の特例措置に関する条例を廃止する条例の制定について

賛　成 反　対
・自然エネルギーや再生可能エネルギーの導入推進
は継続する必要があると考えるが、将来に向けては
太陽光発電設備だけでなく、様々な再生可能エネル
ギーの活用が適正に行われるよう取り組みを拡げ
ていくことが行政に求められると考える。よって、
民間事業等の自立的経営を促すこと並びに公平課
税の観点から賛成。

・東北地方太平洋沖大地震によって引き起こされた
福島第一原子力発電の事故により原子力発電の安
全神話は崩れ、かすみがうら市では平成25年に太陽
光発電設備設置促進のための固定資産特例措置を
始めた。この施策は原発依存を低減させ再生可能
エネルギーを普及促進させるために重要な役割を
担っているため、廃止することに反対。

【請　願】

１ 後期高齢者の医療費自己負担2割への引き上
げに反対する請願 継続審査

議
案
番
号

櫻
井

健
一

小
倉

博

久
松

公
生

宮
嶋

謙

櫻
井

繁
行

設
楽

健
夫

来
栖

丈
治

川
村

成
二

岡
﨑

勉

田
谷

文
子

古
橋

智
樹

加
固

豊
治

佐
藤

文
雄

中
根

光
男

鈴
木

良
道

矢
口

龍
人

議決結果

23 平成31年度かすみがうら市国民健康保険特別会計予算 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ◆ ○ ○ ○ 原案可決

24 平成31年度かすみがうら市後期高齢者医療特別会計予算 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ◆ ○ ○ ○ 原案可決

25 平成31年度かすみがうら市介護保険特別会計予算 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ◆ ○ ○ ○ 原案可決

26 平成31年度かすみがうら市水道事業会計予算 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ◆ ○ ○ ○ 原案可決

27 平成31年度かすみがうら市下水道事業会計予算 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ◆ ○ ○ ○ 原案可決

28 かすみがうら市交流センターの指定管理者の指定について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ ○ 原案可決

29 土浦・かすみがうら土地区画整理一部事務組合規約の変更について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ ○ 原案可決

30 土浦・かすみがうら土地区画整理一部事務組合規約の変更に伴う財産処分について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ ○ 原案可決

31 平成30年度かすみがうら市一般会計補正予算（第８号） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ ○ 原案可決

議案第 22号
平成31年度かすみがうら市一般会計予算

賛　成 反　対
・霞台厚生施設組合は震災特別交付税という有利な
財源も確保し、地方創生事業も歩崎公園湖岸桟橋整
備や、スマートインターチェンジをはじめとする各
種事業も次なる事業の展開が施されていることを
評価し、今後の市の展望に明るさをもたらし将来の
礎となり得る積極的かつ前向きな予算編成である
ことから賛成。

・プレミアム商品券など消費税10％を見込んだ予算
化について、消費税増税反対の観点から反対。
また、歩崎への観光の投資、霞台厚生施設組合、ス
マートインターチェンジに関する予算が計上され
ているが、福祉関連に予算を割くべきと考えるため
反対。

氏　名　　　

　　　件　名
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 （左）前副議長　古橋　智樹　議員

　平成31年第２回臨時会が、４月24日に開催され、歳入歳出予算の総額に3692万７千円を追加し、
総額を185億7692万７千円とする平成31年度一般会計予算など、議案３件、承認２件を慎重審議し、
いずれの議案も可決となりました。

平成31年第２回臨時会提出議案

平成31年第２回臨時会議案等議決結果一覧

※賛成は○・反対は◆・不在は／で記載
加固議員は議長職のため、特別多数議決以外の議案については本会議での表決（賛成・反対の意思表示）権はありません

議
案
番
号

櫻
井

健
一

小
倉

博

久
松

公
生

宮
嶋

謙

櫻
井

繁
行

設
楽

健
夫

来
栖

丈
治

川
村

成
二

岡
﨑

勉

田
谷

文
子

古
橋

智
樹

加
固

豊
治

佐
藤

文
雄

中
根

光
男

鈴
木

良
道

矢
口

龍
人

議決結果

32 平成31年度かすみがうら市一般会計補正予算（第１号）について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ／ － ○ ○ ○ ○ 原案可決

33 かすみがうら市副市長の選任について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ／ － ○ ○ ○ ○ 同　　意

34 かすみがうら市監査委員の選任について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ／ － ○ ○ ○ ○ 同　　意

【承認案件】

１
専決処分事項の承認を求めることについ
て＜かすみがうら市税条例等の一部を改
正する条例＞

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ／ － ○ ○ ○ ○ 承　　認

２
専決処分事項の承認を求めることについ
て＜かすみがうら市国民健康保険税条例
等の一部を改正する条例

○ ○ ○ ○ ○ ◆ ○ ○ ○ ○ ／ － ◆ ○ ○ ○ 承　　認

氏　名　　　
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5 KASUMIGAURA

▲かすみマルシェ

▲国道６号（下稲吉）

▲東野寺地区ちびっこ広場前の花壇

▲あじさい館で行われた有害獣被害対策
　講演会の様子

▲かすみがうら市公式キャラクター
　かすみがうにゃ

市長の施政方針に対する質疑
施政方針に対する質疑

（３月6日開催）かすみがうら未来づくりカンパニーの事業収支の現状はどう
なっているのか伺う。

スマートインターチェンジ設置の必要性について伺う。

市の景観づくりについて四季折々の花が楽しめる景観づくりの
推進について伺う。

有害鳥獣対策について、今年度拡充される中身について伺う。

公式キャラクターを活用したプロモーション計画について伺う。

現在、かすみがうら未来づくりカンパニーが運営している交流
センター２階のレストラン「かすみキッチン」は、昨年度大幅
に集客が伸び、１万5,000人のお客様が来店され、また、交流
センター１階では物販と軽食の提供を行っている「かすみマル
シェ」は昨年度約8,500人のお客様にご利用いただきましたが、
今年度はサイクリストの増加に伴い最終的には倍増する見通し
となっております。このような状況からかすみがうら未来づく
りカンパニーの事業収支につきましては、黒字化に向けて堅調
に推移しているものと考えております。

高速道路へのアクセスを確保することで、各分野における効率
的な物流の実現のほか、本市の魅力を求めて果樹園などにより
多くの誘客を促進し地域経済の活性化と親交を図るとともに、
国道６号やその周辺道路の混雑緩和に寄与するものであります。

主に千代田地区の行政区や老人クラブ、女性団体、子供会などが
取り組んでおります花いっぱい事業はマリーゴールド、サルビア、
チューリップ、パンジーと四季折々の花がほぼ１年間咲き続けて
おり、平成30年度の第46回花と緑の環境美化コンクールおもてな
し花壇の部で東野寺地区資源保全活動組織が最高賞である県知事
賞を受賞されました。
現在この花いっぱい事業には主に千代田地区の27団体が参加して
おりますが、これらを市内全域に広げ、そこに訪れる人、花を育
てる人にも楽しんでもらえる事業を目指したいと考えております。

猟友会の協力を得て、捕獲活動とあわせ、活動に必要な箱わな
購入事業や、わな猟免許の取得にかかわる女性の拡充、農業者
みずから被害軽減を図れるよう農地への電気柵やワイヤーメッ
シュ柵など有害鳥獣侵入防止にかかわる補助制度を新たに創設
し、捕獲強化と農作物の被害防止に取り組んでまいります。

平成30年度は公式マスコットキャラクターの制定、効果的な利活用の
ためのデザインガイドラインの作成、チラシやノベルティーの作成及
び配布、啓発活動キャンペーンなど実施をしております。
平成31年度につきましても、引き続き普及活動に努めるとともに、よ
り一層の効果的な活動を展開していくため、着ぐるみの作成や商標登
録の取得をはじめとした取り組みに注力し、魅力発信をプロデュース
してまいります。
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平成31年　第１回定例会
議案審査特別委員会における主な議案質疑

（３月6日、7日、8日、11日、12日開催）

議案審査特別委員会は議長を除く15名の委員で構成。

議案第22号
　平成31年度かすみがうら市一般会計予算

議案第16号
平成30年度かすみがうら市一般会計補正予算（第７号）

▲営農指導の様子

▲農村環境改善センター

▲旧宍倉小学校

議案審査特別委員会議案質疑

【議案の概要】
　平成30年度歳入歳出予算の総額に、それぞれ4251万4000円を追加し、総額を168
億7855万6000円とするもので、主に事業費の確定による増減措置になります。

【議案の概要】
　前年度対比10.9％の増の185億4000万円を計上し、子育て、教育、企業立地、観
光への重点予算とするものです。

農村環境改善センターの改修設計委託の見直しに
至った経緯は

報酬のある農地利用最適化推進委員の仕事は主に
どのようなものがあるか

旧宍倉小学校を仮称かすみがうら市ウエルネスプラ
ザとして転用するための埋蔵文化財の試掘調査とは

今後の農村環境改善センター運営方法を再検討するこ
ととし、改修にあたっては、運営方法を含めて運営す
る者の意見などを聞き入れながら改修などを行ったほ
うがよいと判断しました。

担い手への農地の集積・集約化活動、耕作放棄地
の発生防止や解消の活動、新規就農促進の活動に
なります。

旧宍倉小学校周辺は、もともと多聞寺の遺跡で、包蔵
地になっております。グラウンドを駐車場に舗装する
中で、ある程度掘削する必要があるため、事前に調査
をするものです。
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▲国道354号（大和田地内）

▲上池（稲吉東地内）

▲不法投棄警告の看板（安食地内）

▲児童クラブもある大塚児童館

歩崎公園への誘導サイン工事はどのあたりに設置す
る予定なのか

稲吉東地区の雨水排水工事はどのあたりを工事する
のか伺う。

小中学校では外国人の子供に対しての言葉のケアは
どのようにしているのか

廃棄物の不法投棄に対する監視員の体制について伺う。

元気シニアボランティア事業の内容について伺う

国道354号沿いに２か所、霞ヶ浦庁舎東にある十字路
と、田伏のコンビニエンスストアのある十字路に設置
する予定です。今まで看板設置はしてあったのですが、
明確に歩崎公園、例えば交流センターであるなど明確
なものを作る予定です。

下稲吉東小学校周辺の住宅地４ヘクタール分の雨水冠
水対策として、小学校西側の上池改修工事をするもの
です。

下稲吉小学校、下稲吉東小学校、下稲吉中学校におい
ては、日本語を支援する県の常勤講師の加配を要請し、
配置が決定しております。

不法投棄監視員は19名で、月に１回程度監視いただい
ております。地区によっては不法投棄が多く通報をい
ただいて、市もその都度確認させていだたいている状
況です。

高齢者の方と介護保険施設や放課後児童クラブなど
のマッチングにより、施設などでボランティア活動を
行っていただき、その活動にポイントを付けて、奨励
金を交付するような内容です。
目的としましては、社会参加活動として高齢者の方へ
の地域貢献の推奨と、自らの介護予防の推進というこ
とで実施をしたいと思います。
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●
サ
ウ
ン
デ
ィ
ン
グ
型
市
場
調
査
の
実
施
に

つ
い
て

●
歩
崎
地
域
観
光
振
興
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン

に
つ
い
て

●
地
方
創
生
推
進
交
付
金
活
用
予
定
事
業
に

つ
い
て

●
企
業
立
地
に
お
け
る
固
定
資
産
税
の
特
例

措
置
に
関
す
る
制
度
の
改
正
に
つ
い
て

●
地
域
特
産
品
等
販
路
開
拓
推
進
事
業
に
つ
い
て

○
閉
会
中
に
行
わ
れ
た
委
員
会

２
月
１４
日
開
催
の
調
査
内
容

総
務
委
員
会

文
教
厚
生
委
員
会

▲説明を受ける委員
　（千代田庁舎委員会室）

委　員　会　活　動

○
閉
会
中
に
行
わ
れ
た
委
員
会

２
月
12
日
開
催
の
調
査
内
容

○
閉
会
中
に
行
わ
れ
た
委
員
会

４
月
２６
日
開
催
の
調
査
内
容

●
児
童
館
の
開
館
時
間
変
更
及
び
臨
時
休
館
に

つ
い
て

●
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
に
お
け
る
民
間
活
力
の

導
入
可
能
性
に
つ
い
て

●
新
治
地
方
広
域
事
務
組
合
に
関
す
る
協
定
等

に
つ
い
て

▲説明を受ける委員
　（千代田庁舎委員会室）

○
委
員
会
付
託
案
件
の
審
査

３
月
６
日
開
催
の
調
査
内
容

●
請
願
第
1
号

後
期
高
齢
者
の
医
療
費
自
己
負
担
2
割
へ
の

引
き
上
げ
に
反
対
す
る
請
願

　
資
料
等
を
調
査
し
慎
重
に
審
議
を
行
う
こ

と
が
必
要
と
の
意
見
が
あ
り
、
継
続
審
査
と

す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

●
か
す
み
が
う
ら
市
太
陽
光
発
電
設
備
の
適
正

な
設
置
及
び
管
理
に
よ
る
生
活
環
境
の
保
全

に
関
す
る
条
例
制
定
に
向
け
た
意
見
公
募
手

続
の
実
施
に
つ
い
て

●
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
に
お
け
る
民
間
活
力
の

導
入
可
能
性
調
査
の
実
施
結
果
に
つ
い
て

●
請
願
第
1
号

後
期
高
齢
者
の
医
療
費
自
己
負
担
2
割
へ
の

引
き
上
げ
に
反
対
す
る
請
願
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産
業
建
設
委
員
会

●
緊
急
連
絡
管（
相
互
応
援
給
水
協
定
）整
備
に
つ
い
て

●
下
稲
吉
第
２
浄
水
場
非
常
用
発
電
設
備
に
つ
い
て

●
神
立
停
車
場
線
ポ
ケ
ッ
ト
パ
ー
ク
施
設
に
つ
い
て

●
歩
崎
公
園
施
設
整
備
工
事
に
つ
い
て

●
荒
廃
農
地
状
況
に
つ
い
て（
牛
渡
地
区
）

●
林
道
上
佐
谷・
青
木
葉
線
及
び
林
道
雪
入
沢
線
補

修
工
事
に
つ
い
て

●
雪
入
ふ
れ
あ
い
の
里
公
園
園
地
整
備
工
事
に
つ
い
て

●
統
廃
合
計
画
の
下
水
道
処
理
設
備
に
つ
い
て

●
地
区
別
荒
廃
農
地
状
況
に
つ
い
て

４
月
２５
日
開
催
の
調
査
内
容

▲歩崎公園トイレの現地調査▲荒廃農地の現地調査【牛渡地内】▲神立停車場線ポケットパークの現地調査
【稲吉南地内】

▲下稲吉第２浄水場非常用発電設備の現地
調査【下稲吉地内】

かすみがうら市議会ホームページでは、開かれた議会を
目指し、さまざまな情報を発信しています
本会議開催日には生中継を行い、また、録画放映や、
会議録の検索など市議会の情報を多数発信しております。
スマートフォンにも対応しております。
ぜひご覧ください。

▲市議会ホームページのトップページ ▲録画放映のイメージ

▲市議会ホームページ
　QRコード

○
閉
会
中
に
行
わ
れ
た
委
員
会
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一  般  質  問

「
学
校
に
お
け
る
働
き
方
改
革
」
に
つ
い
て
、
こ
れ
ま
で
の
取

組
み
状
況
と
今
後
の
進
め
方
に
つ
い
て

神
立
停
車
場
線
の
開
通
に
向
け
た
安
全
策
の
取
組
み
に
つ
い
て

「
健
康
ま
ち
づ
く
り
宣
言
」
の
取
組
み
と
浸
透
に
つ
い
て

質　
問　
事　
項

１３２ 川村　成二 議員

　
下
稲
吉
中
学
校
は
県
内
中
学
校
の
う
ち
16
番
目
に
生
徒
の
多
い
大
規
模

の
中
学
校
で
あ
る
が
、
体
育
館
が
狭
い
と
い
う
声
が
あ
り
、
入
学
式
、
卒
業

式
で
は
体
育
館
に
全
校
生
徒
が
入
れ
ず
、
部
活
動
も
思
う
よ
う
に
練
習
も
で

き
な
い
。手
狭
で
あ
る
下
稲
吉
中
学
校
体
育
館
の
整
備
計
画
に
つ
い
て
伺
う
。

　
教
育
部
長　
下
稲
吉
中
学
校
の
ア
リ
ー
ナ
面
積
は
他
の
中
学
校
に
比
べ

て
非
常
に
狭
い
状
況
に
あ
り
、
今
後
の
整
備
計
画
に
お
い
て
は
平
成
31
年
度

に
用
地
取
得
並
び
に
測
量
作
業
、
平
成
32
、
33
年
度
に
設
計
作
業
、
平
成
34

年
度
に
は
工
事
着
工
で
き
る
よ
う
進
め
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。
設
計
作

業
を
進
め
る
に
あ
た
っ
て
は
、
現
状
の
生
徒
数
も
十
分
考
慮
し
な
が
ら
、
必

要
な
広
さ
を
確
保
し
て
ま
い
り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　
か
す
み
が
う
ら
市
の
地
元
産
品
が
さ
ら
に
売
れ
る
よ
う
に
す
る
た
め
、

湖
山
の
宝
ブ
ラ
ン
ド
な
ど
市
推
奨
品
や
地
元
産
品
の
販
路
拡
大
に
つ
い
て
、

今
後
の
具
体
的
推
進
方
策
に
つ
い
て
伺
う
。

　

理
事　
国
、
県
に
お
い
て
売
れ
る
商
品
作
り
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
す
る
中
小

企
業
に
対
し
て
関
係
分
野
の
専
門
家
を
派
遣
し
マ
ン
ツ
ー
マ
ン
で
コ
ン
サ
ル

テ
ィ
ン
グ
を
行
う
事
業
が
行
わ
れ
て
お
り
、
本
市
と
し
ま
し
て
は
、
湖
山
の

宝
の
推
奨
品
の
認
定
を
受
け
た
事
業
者
の
皆
様
を
中
心
に
、
皆
様
の
事
業
を

個
別
に
内
容
を
把
握
し
な
が
ら
制
度
を
使
っ
て
い
た
だ
け
ま
す
よ
う
橋
渡
し

を
行
い
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。
ま
た
、
平
成
31
年
度
は
県
外
や
海
外
へ

の
販
路
開
拓
に
取
り
組
む
事
業
者
の
皆
様
へ
経
費
の
一
部
を
助
成
す
る
新
た

な
支
援
制
度
を
実
施
し
、
推
奨
品
や
地
元
産
品
の
販
路
拡
大
を
推
進
し
た
い

と
考
え
て
お
り
ま
す
。

ＱＱ ＡＡ

久松　公生 議員

　
学
校
に
お
け
る
働
き
方
改
革
の
取
り
組
み
状
況
に
つ
い
て
、
学
校
と
教

育
委
員
会
を
含
む
行
政
が
現
状
の
実
態
把
握
と
課
題
に
つ
い
て
認
識
を
共
有

す
る
こ
と
が
最
も
重
要
と
考
え
る
。
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
利
用
し
た
学
校
現
場
の
実
態

把
握
を
ど
の
よ
う
に
し
て
行
お
う
と
考
え
て
い
る
か
伺
う
。

　

教
育
部
長　
平
成
31
年
度
予
算
に
お
い
て
公
務
用
パ
ソ
コ
ン
の
グ
ル
ー

プ
ウ
ェ
ア
を
更
新
す
る
こ
と
に
よ
り
、
全
学
校
共
通
の
教
職
員
の
出
退
勤
管

理
シ
ス
テ
ム
が
導
入
可
能
と
な
り
ま
す
。
そ
れ
に
よ
り
出
退
勤
情
報
の
取
り

ま
と
め
な
ど
が
容
易
と
な
る
こ
と
か
ら
、
管
理
職
に
よ
る
長
時
間
勤
務
の
実

態
把
握
や
的
確
な
助
言
指
導
が
行
い
や
す
く
な
る
と
と
も
に
、
教
職
員
の
ス

ケ
ジ
ュ
ー
ル
管
理
等
が
向
上
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
事
務
を
効
率
的
に
進
め
る

こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

　
健
康
ま
ち
づ
く
り
宣
言
は
し
た
も
の
の
、
広
く
市
民
に
日
々
の
活
動
と

し
て
浸
透
し
て
い
な
い
の
で
は
な
い
か
と
の
声
が
聞
か
れ
る
。
市
の
取
り
組

み
を
よ
り
市
民
へ
浸
透
さ
せ
る
方
策
に
つ
い
て
ど
の
よ
う
に
行
お
う
と
す
る

考
え
か
伺
う
。

　
保
健
福
祉
部
長　
健
康
ま
ち
づ
く
り
宣
言
を
き
っ
か
け
と
し
て
新
た
に

始
め
た
事
業
や
、
事
業
を
行
っ
た
結
果
に
つ
い
て
、
広
報
誌
や
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
な
ど
を
活
用
す
る
と
と
も
に
、
市
の
活
動
状
況
な
ど
を
市
民
の
皆
様
に
ご

案
内
で
き
る
よ
う
Ｐ
Ｒ
の
場
と
し
て
、
庁
舎
内
の
空
き
ス
ペ
ー
ス
な
ど
を
活

用
す
る
こ
と
を
検
討
し
て
ま
い
り
ま
す
。

ＱＱ ＡＡ

▲志筑小学校PC室

▲下稲吉中学校体育館

手
狭
で
あ
る
下
稲
吉
中
学
校
体
育
館
の
整

備
計
画
に
つ
い
て
伺
う

Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
利
用
し
た
学
校
現
場
の
働
き
方

改
革
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
伺
う

今
後
の
整
備
計
画
に
お
い
て
必
要
な
広
さ

を
確
保
し
て
ま
い
り
た
い

グ
ル
ー
プ
ウ
ェ
ア
を
導
入
し
出
退
勤
管
理

が
可
能
と
な
り
ま
す

Ｑ

Ｑ

Ａ

Ａ

下
稲
吉
中
学
校
（
防
災
型
体
育
館
）
整
備
の
取
り
組
み
状
況
に

つ
い
て
（
市
長
選
挙
公
約
）

地
元
産
品
の
販
路
拡
大
に
つ
い
て
（
市
長
選
挙
公
約
）

６
次
産
業
化
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
（
市
長
選
挙
公
約
）

質　
問　
事　
項

３ １２
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市
職
員
の
採
用
に
つ
い
て

新
た
な
ご
み
処
理
施
設
建
設
に
つ
い
て

教
育
・
子
育
て
支
援
に
つ
い
て

上
水
道
に
つ
い
て

大
型
開
発
事
業
に
つ
い
て

質　
問　
事　
項

１２３４５

▲デマンド型乗合タクシー

佐藤　文雄 議員

　
高
齢
化
に
核
家
族
化
が
重
な
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
自
力
で
は
外
出
し
に

く
い
ご
高
齢
の
皆
さ
ん
が
増
え
て
い
ま
す
。
健
康
寿
命
延
伸
の
一
丁
目
一
番

地
、
そ
れ
が
ご
高
齢
の
皆
さ
ん
に
対
す
る
外
出
支
援
だ
と
考
え
て
お
り
ま
す

が
、
デ
マ
ン
ド
型
乗
合
タ
ク
シ
ー
が
あ
と
１
年
で
廃
止
さ
れ
る
と
い
う
こ
と

で
す
。
廃
止
で
は
な
く
、
経
費
を
削
減
し
な
が
ら
多
く
の
方
を
乗
せ
る
方
法

を
も
う
一
度
再
検
討
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

　
市
長
公
室
長　
利
用
状
況
の
集
計
等
か
ら
、
利
用
者
数
は
年
々
減
少
傾

向
に
あ
る
と
い
う
こ
と
、
ま
た
、
特
定
さ
れ
た
利
用
者
に
限
ら
れ
て
い
る
傾

向
に
あ
る
こ
と
が
課
題
と
な
っ
て
お
り
、
利
用
者
１
人
当
た
り
の
運
行
経
費

は
年
々
増
加
を
し
て
お
り
ま
す
。
さ
ら
に
、
一
人
乗
り
の
乗
車
が
多
く
見
ら

れ
ま
す
。
先
の
高
齢
者
社
会
を
考
え
た
場
合
に
、
現
在
の
乗
合
タ
ク
シ
ー
で

は
対
応
が
で
き
な
い
と
判
断
を
し
た
結
果
で
あ
り
ま
す
。

　
中
学
校
の
ス
ク
ー
ル
バ
ス
に
乗
る
こ
と
が
許
さ
れ
な
い
子
供
は
自
転
車

通
学
と
な
り
ま
す
が
、
そ
の
購
入
費
用
が
経
済
的
な
負
担
と
な
っ
て
お
り
、

不
公
平
感
が
毎
年
訴
え
ら
れ
ま
す
。
ま
た
、
３
つ
あ
る
中
学
校
の
う
ち
１
校

だ
け
が
ス
ク
ー
ル
バ
ス
が
運
行
さ
れ
、
そ
こ
で
も
不
公
平
感
が
あ
り
ま
す
。

バ
ス
の
経
費
も
平
成
30
年
度
で
国
庫
補
助
が
打
ち
切
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
大

き
な
経
費
が
毎
年
発
生
す
る
ス
ク
ー
ル
バ
ス
を
廃
止
し
て
、そ
の
か
わ
り
に
、

希
望
す
る
生
徒
に
は
市
が
通
学
自
転
車
を
低
額
で
貸
与
す
る
方
式
に
変
え
て

は
ど
う
で
し
ょ
う
か
。

　

教
育
部
長　
中
学
生
の
自
転
車
利
用
は
、
通
学
だ
け
で
な
く
日
常
生
活

に
幅
広
く
使
用
さ
れ
、
中
学
校
卒
業
後
も
引
き
続
き
使
用
さ
れ
る
場
合
が
多

い
と
思
慮
さ
れ
ま
す
の
で
、
現
時
点
に
お
き
ま
し
て
は
実
施
す
る
考
え
は
ご

ざ
い
ま
せ
ん
が
、
ご
提
案
の
一
つ
と
し
て
研
究
は

さ
せ
て
い
た
だ
き
た
い
と
考
え
て
ご
ざ
い
ま
す
。

ＱＱ ＡＡ

宮嶋　謙 議員

　
地
方
公
務
員
法
違
反
の
疑
い
の
あ
る
市
職
員
は
、
昨
年
私
が
９
月
６
日

一
般
質
問
し
た
後
の
11
日
、建
設
業
者
の
代
表
取
締
役
を
辞
任
し
て
い
ま
す
。

加
え
て
代
表
取
締
役
で
な
い
別
の
建
設
会
社
も
取
締
役
を
辞
任
し
て
い
る
と

い
う
こ
と
が
わ
か
り
ま
し
た
。
市
長
は
、
地
方
公
務
員
法
第
35
条
及
び
第
38

条
違
反
の
状
態
を
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
の
で
す
か
。
辞
任
す
れ
ば
問
題

な
い
と
考
え
て
い
る
の
で
す
か
。

　

市
長　
市
と
し
ま
し
て
は
、
適
正
な
手
続
の
中
で
採
用
し
た
も
の
と
考

え
て
お
り
ま
し
て
、
公
務
員
と
し
て
は
、
公
務
員
法
を
守
っ
て
仕
事
を
し
な

く
て
は
な
ら
な
い
立
場
で
ご
ざ
い
ま
す
。そ
れ
に
つ
き
ま
し
て
は
、そ
う
い
っ

た
公
務
員
法
違
反
が
あ
っ
た
わ
け
で
あ
り
ま
す
の
で
、
適
切
な
処
置
を
と
っ

て
対
応
す
る
と
い
う
ふ
う
な
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
18
歳
以
下
の
国
保
加
入
者
の
均
等
割
を
半
額
す
る
に
は
、
ど
れ
だ
け
の

財
源
が
必
要
か
、
伺
う
。

　
市
民
部
長　
平
成
30
年
10
月
末
現
在
で
、
高
校
生
年
齢
ま
で
と
な
る
国

保
加
入
者
が
全
員
１
年
間
加
入
し
て
い
る
と
仮
定
す
る
と
、
平
成
30
年
度
課

税
に
お
い
て
は
１
０
４
４
万
３
千
円
の
財
源
が
必
要
に
な
る
と
い
う
試
算
で

ご
ざ
い
ま
し
た
。

ＱＱ ＡＡ

乗
合
タ
ク
シ
ー
が
来
年
３
月
で
廃
止
さ
れ

る
が
、
廃
止
で
は
な
く
改
善
す
べ
き
で
は
？

市
職
員
採
用
に
つ
い
て
、
市
長
は
地
方
公
務
員

法
違
反
を
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
の
か
伺
う

先
の
高
齢
化
社
会
に
対
応
で
き
な
い
と
判

断
し
た
結
果
で
す

適
正
な
手
続
き
で
採
用
し
た
。
し
か
し
、
地
方
公

務
員
法
違
反
が
あ
っ
た
の
で
適
切
な
処
置
を
と
る

Ｑ

Ｑ

Ａ

Ａ

選
挙
の
投
票
率
が
低
下
し
て
い
る
こ
と
へ
の
対
策
に
つ
い
て

高
齢
者
の
大
切
な
外
出
手
段
で
あ
る
乗
り
合
い
タ
ク
シ
ー
の
廃

止
に
つ
い
て

中
学
校
ス
ク
ー
ル
バ
ス
の
運
行
と
自
転
車
購
入
負
担
に
つ
い
て 

質　
問　
事　
項

１３ ２
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▲スマートフォン用
　かすみがうら市アプリ

一  般  質  問

公
共
施
設
等
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
計
画
（
基
本
計
画
）
に
基
づ
く
具

体
的
な
実
行
計
画
策
定
及
び
実
施
の
取
り
組
み
つ
い
て

防
災
計
画
に
つ
い
て

質　
問　
事　
項

１２ 矢口　龍人 議員

　
22
市
町
村
で
制
定
さ
れ
て
い
る
市
長
等
及
び
議
員
の
政
治
倫
理
条
例
の

検
討
、
議
案
提
出
の
方
法
に
つ
い
て
検
討
さ
れ
る
時
期
を
迎
え
て
き
て
い
る

と
思
う
が
、
市
長
の
答
弁
を
求
め
る
。

　
市
長　
自
分
自
身
も
、
今
後
も
こ
の
意
識
を
強
く
、
高
く
持
ち
な
が
ら
、

市
政
の
運
営
に
当
た
っ
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、
条
例
案
を
提
出
す
る
考
え
は

ご
ざ
い
ま
せ
ん
。

　
千
代
田
神
立
ラ
イ
ン
の
バ
ス
の
基
本
は
西
口
か
ら
神
立
病
院
経
由
で
東

口
に
入
っ
て
協
同
病
院
ま
で
と
い
う
運
行
ベ
ー
ス
に
な
っ
て
ま
す
。
交
通
空

白
地
帯
（
交
通
不
便
地
域
）
と
い
わ
れ
て
い
る
霞
ヶ
浦
地
区
、
千
代
田
中
学

校
の
区
で
は
タ
ク
シ
ー
の
矢
印
が
何
本
も
引
か
れ
て
い
ま
す
。
タ
ク
シ
ー
で

バ
ス
ラ
イ
ン
ま
で
向
か
う
と
し
ま
す
。
タ
ク
シ
ー
料
金
３
千
円
の
場
合
、
２

人
が
乗
り
合
い
タ
ク
シ
ー
券
を
２
枚
千
円
を
使
い
、
更
に
５
百
円
の
乗
り
合

い
券
を
使
う
。
２
人
で
負
担
す
る
料
金
は
千
５
百
円
で
よ
ろ
し
い
か
。

　

市
長
公
室
長　
タ
ク
シ
ー
券
５
百
円
と
い
い
ま
し
て
も
、
こ
れ
か
ら
の

構
築
の
段
階
で
、
全
部
一
気
に
使
う
方
法
、
月
３
千
円
で
済
む
と
か
と
い
う

例
も
あ
り
ま
す
、
乗
り
合
う
方
が
そ
れ
ぞ
れ
に
自
由
に
使
え
る
よ
う
な
方
法

を
考
え
て
い
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

ＱＱ ＡＡ

設楽　健夫 議員

　
近
年
は
台
風
も
大
型
化
し
て
お
り
、
ゲ
リ
ラ
豪
雨
も
頻
繁
に
起
こ
っ
て

い
る
が
、
現
代
の
住
宅
は
気
密
性
が
非
常
に
高
く
、
台
風
の
際
や
大
雨
の
時

な
ど
防
災
無
線
が
聞
こ
え
な
い
と
の
住
民
の
声
が
あ
る
。
防
災
無
線
の
情
報

を
携
帯
電
話
な
ど
に
個
別
に
配
信
す
る
体
制
に
つ
い
て
伺
う
。

　

総
務
部
長　
防
災
無
線
の
デ
ジ
タ
ル
化
へ
の
更
新
に
伴
い
、
画
面
に
文

字
を
入
力
し
た
も
の
を
音
声
合
成
ソ
フ
ト
が
自
動
的
に
そ
の
文
字
を
音
声
と

し
て
放
送
し
て
お
り
ま
す
。
そ
の
際
に
入
力
し
た
文
字
情
報
を
リ
ア
ル
タ
イ

ム
で
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
向
け
か
す
み
が
う
ら
市
ア
プ

リ
へ
の
送
信
、
防
災
メ
ー
ル
マ
ガ
ジ
ン
へ
の
送
信
を
行
う
体
制
を
取
っ
て
お

り
ま
す
。

　
公
共
施
設
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
計
画
の
全
体
的
な
実
行
計
画
策
定
に
あ
た

り
、
あ
る
べ
き
事
務
手
続
き
手
順
と
し
て
は
計
画
案
を
議
会
、
市
民
に
情
報

公
開
し
、
市
民
参
加
の
も
と
、
説
明
会
な
ど
を
開
催
し
、
市
民
と
連
携
し
な

が
ら
策
定
を
行
う
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
と
考
え
る
が
、
市
の
見
解
を
伺
う
。

　
参
事　
本
市
で
は
庁
内
に
公
共
施
設
等
総
合
管
理
計
画
推
進
本
部
を
置

き
、
実
行
計
画
の
案
を
作
成
し
、
市
議
会
等
へ
説
明
し
な
が
ら
進
め
る
流
れ

が
基
本
的
手
続
き
と
な
り
ま
す
。
外
部
と
の
関
係
に
つ
き
ま
し
て
は
、
検
討

過
程
に
お
い
て
必
要
に
応
じ
、
市
民
代
表
や
外
部
有
識
者
で
構
成
す
る
「
公

共
施
設
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
推
進
委
員
会
」
を
開
催
し
、
専
門
的
な
角
度
か
ら
の

助
言
や
市
民
目
線
で
の
意
見
を
い
た
だ
く
こ
と
と
し
て
お
り
ま
す
。
こ
の
よ

う
な
手
続
き
を
経
た
う
え
で
最
終
的
な
案
は
原
則
と
し
て
意
見
公
募
手
続
き

を
実
施
し
計
画
策
定
と
な
る
も
の
で
す
。

ＱＱ ＡＡ

市
長
等
及
び
議
員
の
政
治
倫
理
条
例
の
議

案
提
出
の
方
法
に
つ
い
て
伺
う

防
災
無
線
の
情
報
を
携
帯
電
話
な
ど
に
配

信
す
る
体
制
に
つ
い
て
伺
う

条
例
案
を
提
出
す
る
考
え
は
ご
ざ
い
ま
せ
ん

市
ア
プ
リ
な
ど
で
リ
ア
ル
タ
イ
ム
に
配
信

す
る
体
制
を
取
っ
て
お
り
ま
す

Ｑ

Ｑ

Ａ

Ａ

市
長
等
特
別
職
の
政
治
倫
理
条
例
の
制
定
及
び
コ
ン
プ
ラ
イ
ア

ン
ス
に
つ
い
て
ー
政
治
倫
理
条
例
・
市
民
の
権
利
は
何
故
奪
わ

れ
続
け
て
い
る
の
か
ー

高
齢
者
の
声
（
通
院
と
買
い
物
の
足
）
に
如
何
に
答
え
る
か
！

公
共
交
通
再
編
計
画
と
デ
マ
ン
ド
（
乗
合
）
タ
ク
シ
ー
の
運
用

及
び
霞
ヶ
浦
地
区
等
道
路
行
政
に
つ
い
て

公
民
館
条
例
と
公
民
館
施
行
規
則
に
つ
い
て
「
現
行
中
学
校
区

公
民
館
運
営
と
の
整
合
性
を
問
う
」

筑
波
山
地
域
ジ
オ
パ
ー
ク
関
東
大
会
に
つ
い
て
（
２
月
実
施)

質　
問　
事　
項

１２４ ３
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▲成人式会場での模擬投票

13 KASUMIGAURA

か
す
み
が
う
ら
市
の
投
票
率
低
下
し
て
い
る
問
題
で
、
現
状

分
析
と
対
策
に
つ
い
て

学
校
教
育
に
つ
い
て(

特
別
支
援
学
級
と
情
報
モ
ラ
ル
教
育)

質　
問　
事　
項

１２ 来栖　丈治 議員

　
国
で
は
風
疹
の
感
染
拡
大
防
止
に
向
け
た
取
り
組
み
と
し
て
、
39
歳
か

ら
56
歳
の
男
性
の
抗
体
検
査
と
予
防
接
種
を
こ
の
春
か
ら
３
年
間
、
原
則
無

料
化
す
る
と
の
こ
と
だ
が
、
市
の
取
り
組
み
と
し
て
、
ワ
ク
チ
ン
の
無
料
接

種
対
象
者
、
対
象
者
へ
の
周
知
徹
底
に
つ
い
て
伺
う
。

　
保
健
福
祉
部
長　
風
疹
に
対
す
る
公
的
な
予
防
接
種
を
受
け
る
機
会
が

な
か
っ
た
世
代
の
方
々
に
対
し
、
対
象
者
一
人
一
人
に
無
料
で
予
防
接
種
を

受
け
る
こ
と
が
で
き
る
ク
ー
ポ
ン
券
を
送
付
し
、
広
報
誌
や
市
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
等
で
の
周
知
徹
底
を
行
う
考
え
で
す
。実
施
時
期
に
つ
き
ま
し
て
は
、

ク
ー
ポ
ン
券
の
印
刷
、
発
送
の
事
務
処
理
上
、
7
月
ご
ろ
に
は
実
施
で
き
る

も
の
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　
内
部
障
害
を
持
つ
人
が
周
囲
に
援
助
を
必
要
と
し
て
い
る
こ
と
を
知
ら

せ
る
ヘ
ル
プ
カ
ー
ド
の
取
り
組
み
が
全
国
で
拡
大
し
て
い
る
が
、
本
市
の
取

り
組
み
に
つ
い
て
伺
う
。

　

保
健
福
祉
部
長　
茨
城
県
の
新
規
事
業
と
し
て
、
平
成
31
年
度
か
ら
県

全
域
で
ヘ
ル
プ
マ
ー
ク
と
ヘ
ル
プ
カ
ー
ド
を
配
布
で
き
る
よ
う
準
備
を
進
め

て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、
県
と
の
連
携
に
よ
り
普
及
啓
発
活
動
に
取
り
組
ん

で
ま
い
り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

ＱＱ ＡＡ

中根　光男 議員

　
選
挙
の
投
票
率
が
低
下
し
て
い
る
問
題
に
つ
い
て
７
月
の
市
長
選
挙
は

56
・
24
％
と
前
回
の
選
挙
か
ら
６
・
07
％
低
下
、
今
回
の
市
議
会
議
員
選
挙

は
54
・
51
％
と
前
回
選
挙
か
ら
４
・
７
％
低
下
し
て
い
る
。
住
民
に
対
す
る

投
票
率
向
上
の
た
め
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
伺
う
。

　

総
務
部
長　
投
票
環
境
の
向
上
を
図
る
た
め
、
平
成
21
年
に
中
央
出
張

所
に
期
日
前
投
票
所
を
増
設
し
た
ほ
か
、
有
権
者
数
の
多
い
投
票
所
で
は
、

投
票
所
入
場
券
に
印
刷
さ
れ
た
バ
ー
コ
ー
ド
に
よ
り
迅
速
に
名
簿
対
象
を
行

う
な
ど
、有
権
者
が
よ
り
投
票
し
や
す
い
環
境
を
整
備
し
て
き
て
お
り
ま
す
。

ま
た
、
選
挙
権
年
齢
が
18
歳
以
上
に
な
っ
た
こ
と
も
あ
り
、
若
年
層
に
対

す
る
取
り
組
み
強
化
と
し
て
中
学
３
年
生
を
対
象
と
し
た
選
挙
出
前
講
座

や
、
期
日
前
投
票
所
の
立
会
人
に
高
校
生
を
選
任
、
成
人
式
の
会
場
に
お
い

て
模
擬
投
票
を
実
施
す
る
な
ど
政
治
的
関
心
を
高
め
る
取
り
組
み
を
実
施
し

て
お
り
ま
す
。

　
子
ど
も
が
友
達
を
中
傷
し
た
り
不
適
切
な
動
画
を
配
信
し
た
り
、
い
じ

め
の
手
段
と
し
て
使
用
さ
れ
て
い
る
と
耳
に
す
る
。
本
市
教
育
委
員
会
と
し

て
情
報
モ
ラ
ル
に
つ
い
て
ど
の
よ
う
な
教
育
を
し
て
い
る
か
伺
う
。

　
教
育
長　
携
帯
電
話
や
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
に
よ
る
Ｓ
Ｎ
Ｓ
等
の
ト
ラ
ブ

ル
防
止
の
た
め
、
各
学
校
の
授
業
の
協
力
と
し
て
、
家
庭
用
リ
ー
フ
レ
ッ
ト

を
作
成
し
保
護
者
に
案
内
を
し
て
お
り
ま
す
。
内
容
と
し
て
、
い
じ
め
防
止

等
を
目
的
と
し
た
集
会
活
動
の
案
内
、
児
童
・
生
徒
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に

関
す
る
ト
ラ
ブ
ル
防
止
な
ど
を
含
む
資
料
を
配
布
し
、
家
庭
に
お
け
る
問
題

意
識
の
高
揚
を
図
る
た
め
の
資
料
と
し
て
活
用
い

た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

ＱＱ ＡＡ

風
疹
の
感
染
拡
大
防
止
に
向
け
た
取
り
組

み
に
つ
い
て
伺
う

選
挙
の
投
票
率
向
上
の
た
め
の
取
り
組
み

に
つ
い
て
伺
う

予
防
接
種
を
受
け
る
機
会
が
な
か
っ
た
世
代

の
方
々
に
無
料
で
予
防
接
種
を
行
い
ま
す

投
票
し
や
す
い
環
境
整
備
や
、
政
治
的
関
心

を
高
め
る
取
り
組
み
を
実
施
し
て
お
り
ま
す

Ｑ

Ｑ

Ａ

Ａ

風
疹
拡
大
防
止
に
つ
い
て

地
域
防
犯
力
向
上
に
つ
い
て

ヘ
ル
プ
カ
ー
ド
に
つ
い
て

避
難
所
に
指
定
さ
れ
て
い
る
体
育
館
へ
の
エ
ア
コ
ン
設
置
に
つ

い
て

質　
問　
事　
項

１２３４



令
和
元
年
と
な
り
新
時
代
の
幕
開
け
と
な
り
ま

し
た
。「
平
和
に
」「
豊
か
に
」「
穏
や
か
に
」
な
ど

と
希
望
と
期
待
を
寄
せ
る
と
こ
ろ
で
す
。

第
1
回
定
例
会
が
行
わ
れ
一
般
会
計
予
算
、
議

案
が
可
決
し
、
か
す
み
が
う
ら
市
に
お
い
て
も
新

た
な
ス
タ
ー
ト
を
切
り
ま
し
た
。

新
し
い
時
代
が
素
晴
ら
し
い
も
の
と
な
る
こ
と
を
祈
念
す
る
と
共

に
、
我
々
、
市
議
会
と
し
て
も
し
っ
か
り
と
検
証
し
市
の
発
展
に
寄
与

し
て
参
り
ま
す
。

議
会
だ
よ
り
編
集
委
員
会
副
委
員
長　
久
松　
公
生

コ ラ ム
議 会 日 誌議 会 日 誌

議
会
を
傍
聴
し
て

市
の
動
き
を
知
り
ま
し
ょ
う
！

議
会
を
傍
聴
し
て

市
の
動
き
を
知
り
ま
し
ょ
う
！

　
本
会
議
は
、
一
般
に
公
開
さ
れ
て
お
り
、
ど
な
た
で
も
自
由
に
傍
聴
す
る
こ
と
が
で
き
、

議
会
で
の
議
員
の
発
言
や
、
市
長
の
考
え
な
ど
を
直
接
聞
く
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
第
２
回
定
例
会
は
、
６
月
４
日
（
火
）
か
ら
開
会
予
定
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　
お
気
軽
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

ご意見をお寄せ下さい

編集
後記

（2月1日〜4月30日まで）

●
２
月
●

　

４
日　

全
員
協
議
会

　
　
　
　

平
成
31
年
第
１
回
臨
時
会

　

12
日　

文
教
厚
生
委
員
会

　

13
日　

茨
城
県
南
市
議
会
議
長
会
定
例
会

　

14
日　

総
務
委
員
会

　
　
　
　

議
会
運
営
委
員
会

　
　
　
　

全
員
協
議
会

　

15
日　

湖
北
環
境
衛
生
組
合
議
会
定
例
会

　

18
日　

石
岡
地
方
斎
場
組
合
議
会
定
例
会

　

21
日　

新
治
地
方
広
域
事
務
組
合
議
会
定
例
会

　

22
日　

議
会
運
営
委
員
会

　
　
　
　

全
員
協
議
会

　
　
　
　

霞
台
厚
生
施
設
組
合
議
会
定
例
会

　

25
日　

茨
城
県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合
議
会
定
例
会

●
３
月
●

　

１
日　

議
会
運
営
委
員
会

　
　
　
　

全
員
協
議
会

　

１
日
～
22
日

　
　
　
　

平
成
31
年
第
１
回
定
例
会

　

６
日　

総
務
委
員
会

　
　
　
　

文
教
厚
生
委
員
会

　
　
　
　

産
業
建
設
委
員
会

　

６
日
～
８
日

　
　
　
　

平
成
31
年
第
１
回
定
例
会
議
案
審
査
特
別
委
員
会

　

11
日
～
12
日

　
　
　
　

平
成
31
年
第
１
回
定
例
会
議
案
審
査
特
別
委
員
会

　

22
日　

議
会
運
営
委
員
会

　
　
　
　

全
員
協
議
会

●
４
月
●

　

15
日　

議
会
だ
よ
り
編
集
特
別
委
員
会

　

17
日　

議
会
運
営
委
員
会

　
　
　
　

全
員
協
議
会

　

24
日　

議
会
運
営
委
員
会

　
　
　
　

全
員
協
議
会

　
　
　
　

平
成
31
年
第
２
回
臨
時
会

　

25
日　

産
業
建
設
委
員
会

　

26
日　

文
教
厚
生
委
員
会

　
　
　
　

議
会
だ
よ
り
編
集
特
別
委
員
会

豆辞典 I  C  TI  C  T とはとは？？
　
平
成
12
年
ご
ろ
に
あ
っ
た
「
Ｉ
Ｔ
革
命
」
の

Ｉ
Ｔ（Infom

ation

　Technology

）
は
情
報

通
信
技
術
を
指
す
言
葉
で
す
が
、
こ
れ
に
通
信

技
術
Ｃ（Com

m
unication

）を
加
え
て
、Ｉ
Ｃ
Ｔ

(Inform
ation and C

om
m

unication 
Technology)

と
い
い
ま
す
。

　
通
信
技
術
を
加
え
る
こ
と
で
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
、

ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
と
い
っ
た
幅

広
い
分
野
を
カ
バ
ー
す
る
言
葉
と
な
っ
て
い
ま

す
。

　
か
す
み
が
う
ら
市
議
会
で
も
、
議
会
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
の
充
実
や
、
議
員
に
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末

を
貸
与
し
て
会
議
資
料
の
ペ
ー
パ
ー
レ
ス
化
を

図
る
な
ど
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
利
用
し
た
議
会
改
革
を
推

進
し
て
お
り
ま
す
。

（
参
考
　
現
代
用
語
の
基
礎
知
識
２
０
１
８
）

詳しいことは、議会事務局へお問い合わせください。　電話　0299（59）2111　内線1302　FAX　0299（59）4753
ホームページ　http://www.city.kasumigaura.lg.jp/gikai/　メールアドレス　gikai@city.kasumigaura.lg.jp

平成31年第１回
定例会では、
延べ６５名
の方が本会議を
傍聴されました。




